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論文題目： インターネットでアクセスできるリソースを利用した教室外の日本語学習の理論構築

 学位申請者 欧 麗賢 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授   青木直子 

  副査 大阪大学教授   石井正彦 

  副査 大阪大学教授 

      マシュー・バーデルスキー 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、中国の大学で日本語を専攻する大学生が、インターネットでアクセスできるリソースを利用して授

業外に日本語を学習しはじめるまでの過程、学習を継続させられる要因、あるいは途中で諦めてしまうに至る経

緯について、修正グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いて理論的モデルを構築しようとしたも

のである。本論文は A４判、226 ページ、400 字詰めの原稿用紙では約 750 枚にあたる分量で、９章と参考文献、

３つの付録からなっている。第 1 章では、筆者の大学時代の日本語学習経験や博士前期課程での研究の経験を述

べ、本研究を着想するに至った経緯をたどる。第 2章では、研究の背景として、コンピュータやインターネット、

モバイルデバイスなどの ICT の発達と普及の歴史を整理し、言語教育・言語学習におけるテクノロジーの利用の

歴史および言語学習者の変化を示す。第 3 章では、本研究の理論的背景である学習者オートノミーと教室外学習

についての先行研究のレビューを行い、第４章で、中国沿岸部の大学の日本語学科の学生が①どのようにインタ

ーネット上のリソースを利用するようになったのか、②どのような要因により、インターネット上のリソースを

継続的に利用できたのか、③どのようなプロセスを経て、インターネット上のリソースの利用をやめたのか、と

いう本研究のリサーチ・クエッチョンを導きだしている。第 5 章では、本研究で使用する修正グラウンデット・

セオリー・アプローチ（M-GTA）について類似の方法論との比較検討を行い、なぜこの研究にふさわしいかを述べ

た上で、研究の手順を紹介している。第 6章では、収集したインタビューのデータを、M-GTA によって分析した結

果として得られた 38の概念とその具体例が示される。これらは、学習方法とリソースの情報の入手、学習方法と

リソースの選択、リソースの利用という 3 つの分析テーマに着目することによって得られたものである。それら

の概念は９つのカテゴリー（【大学入学前の日本のポップカルチャーとの接触経験】、【日本語環境に対する認識】、

【学習方法とリソースの情報の入手】、【リソースの使いやすさによる選択】、【自分の好みに合わせた選択】、【自

分の日本語のレベルに合わせた選択】、【自分の日本語学習の目的に合わせた選択】、【状況の変化に合わせた利用



方法の調整】、【学習目的、日本語能力の変化に合わせた学習方法とリソースの変化】）にまとめられる。第 7章で

は、第 6 章のデータ分析の結果を踏まえ、分析結果を構成する概念やカテゴリーの関連性を示す概念結果図と、

それに基づいて書かれたストーリーラインが示される。第 8 章では、第 7 章のストーリーラインを踏まえ、学習

者オートノミーの理論から、インターネット上のリソースを利用した教室外の日本語学習に存在するメカニズム

について考察している。その結果、学習方法とリソースの情報の入手、学習方法とリソースの選択、リソースの

利用の 3 つのプロセスは独立しているのではなく、関連しあっていること、リソースを継続的に利用できる学習

者は、これらの 3 つのプロセスに関わるステップをコントロールする能力を持っていること、また、学習をコン

トロールする過程は、学習者の過去の経験、学習者と接触した人々や日本語の授業での経験という社会的要因か

ら影響を受けるとともに、学習者の個人の好みや関心、娯楽などの要因からも影響を受けていることがわかった

としている。第９章は結論で、本研究のまとめと今後の課題が述べられている。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本研究は、インターネットを利用した日本語学習という、極めて最近可能になった学習方法をとりあげ、教師

の目が届かない授業外の学習がどのように行われているかを明らかにしようとしたという点で、意義のある研究

である。中国の大学に在籍する 16名の学生に、対面式のインタビュー、スカイプによるインタビュー、チャット

による補足的インタビューを複数回行い、学部４年間の日本語学習の歴史について詳細なデータを収集したとい

う点でも優れていると言える。分析結果は、大学入学前の経験や周囲の人々、また学部４年間の日本語能力や学

習者の生活状況の変化が、どのようにインターネットを利用した日本語学習へのアプローチに影響を与えるかを

説明できるものであり、これまでの研究に類をみない価値のあるものである。英語の文献も大量に読破し、先行

研究のレビューで言及している点も評価できる。しかし、この論文には以下のような問題もある。まず、第二言

語習得研究全体の研究史に関する理解に不十分なところがある。また、本研究の重要なキー概念である学習者オ

ートノミーに関しても、最新の研究がフォローできておらず、本研究の新たな知見について、正確な評価ができ

ていない。分析手順の説明についても用語の選択が不適切な部分がある。さらに、分析結果の詳細を報告する第

６章、それを最終的にまとめた第７章の結果図、付録として提示されている概念生成の過程を表す表などに、不

正確な箇所が見られる。このような問題はあるものの、本論文は博士論文としての要件を備えていると言える。

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


